
令和８年度　第８０回国民スポーツ大会水泳競技大会　神奈川県選手団（競泳）選考について

①　『第８０回国民スポーツ大会水泳競技大会』要項に基づき選考にあたる。

②　県選手団の選考方法

a)　指定の選考レースでの記録を基に競泳委員会にて選考し、常任理事会にて承認される。

＊ 選考対象レース

202６年3月1９日以降7月25日までに開催された日本水泳連盟公式・公認競技会

の長水路レースおよび日本水泳連盟派遣の海外レース

b)　個人種目は県内の派遣標準記録の突破者かつ最上位選手より優先的に選考される。

＊ 派遣標準記録

過去の国民体育大会５大会の予選通過ライン平均相当（別紙①）

＊ リレー種目に関しても対象種目のフラットタイムで選考される。

c)　複数種目選考選手の扱い。

＊ 対抗戦であることを踏まえ基本的には出場制限種目上限でのエントリーを促す。

＊ 競技日程、競技種目順序を考慮しての本人からの種目選択、辞退を認める。

＊ 上記による欠員補充は次点者を選考する。

d)　リレーメンバー選考については参考レースまでを対象とする。

＊ 個人種目出場者を選考後、リレーのみ選手の人数制限内で選考する。

＊ 監督の意向を持って個人種目選考者より選考する場合もある。

e)　基本的方針として　得点が最大になるようにフルエントリーを目標とする。

＊ 選考方法は上記 a)～d)を採用する。 

＊ 上記 a)～d)の選考方法で選考後エントリー人数に空きがあれば追加でのエントリーを行う。

＊ 追加エントリーの優先順位はエントリー記録の派遣標準記録の到達率と年齢を加味して判断する。

＊ 『202６年度神奈川県強化選手標準記録』については、これを参考にしない。
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